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グ
ル
マ
ン
民
族
の
大
移
動
で

終
焉
し
た
西
ロ
ー
マ
帝
国

バ
ル
ト

海

フン族の西進に端を発したグルマン民族の大移動と
諸国家建設の過程で、西□―マ帝国は滅亡した。
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活動していた。鉄製武器の製造技術に優れ、ケルト神話はのちの∃―ロッパ人の精神に大きな影響を与えている。

ゲ
ル
了
ノ
民
族
が

領
内
に
移
動
し
て

西
ロ
ー
マ
帝
国
は

滅
亡
し
た
。

フ
ン
族
の
西
進
に
よ
り

グ
ル
マ
ン
民
族
の
移
動
が
加
速

西
日
―
マ
帝
国
を
減
亡
に
導
き
、
中
世
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
世
界
の
幕
を
開
け
る
契
機
と
な
っ
た
の
が

ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
大
移
動
で
あ
る
。

古
代
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
『グ
ル

マ
ニ
ア
』に
よ
る
と
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
地
方
を
原

住
地
と
し
て
い
た
ゲ
ル
了
／
民
族
は
、
す
で
に
紀

元
前
後
に
は
ラ
イ
ン
川
、
ド
ナ
ウ
川
の
北
方
に

ま
で
居
住
地
を
拡
大
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の

一
部
は
、
３
世
紀
ご
ろ
に
な
る
と
、
人
口

増
加
に
よ
る
土
地
不
足
か
ら
、
傭
兵
や
コ
ロ
ヌ

ス
（小
作
人
）
と
し
て
ロ
ー
マ
帝
国
，
３０
参
じ

内

に
移
住
し
は
じ
め
て
い
た
。

こ
の
動
き
を

一
気
に
加
速
さ
せ
た
の
が
、
北

ア
ジ
ア
の
遊
牧
騎
馬
民
族
で
あ
る
フ
ン
族
の
西

進
で
あ
っ
た
。
３
７
５
年
、
フ
ン
族
は
黒
海
北
岸

に
侵
入
し
、
東
ゴ
ー
ト
族
を
支
配
下
に
置
く
と

と
も
に
、
西
ゴ
ー
ト
族
も
圧
迫
。
翌
年
西
ゴ
ー

ト
族
は
ド
ナ
ウ
川
を
越
え
、
ロ
ー
マ
帝
国
内
に

移
動
し
た
。

ゲ
ル
マ
ン
諸
国
家
の
成
立
と

西
ロ
ー
マ
帝
国
の
滅
亡

移
動
し
た
西
ゴ
ー
ト
族
は
、
や
が
て
イ
タ
リ

ア
半
島
に
進
出
。
西
ロ
ー
マ
帝
国
は
イ
タ
リ
ア

本
土
防
衛
の
た
め
、
国
境
守
備
に
つ
い
て
い
た
軍

隊
を
呼
び
戻
し
た
。
し
か
し
、
フ」
れ
に
よ
っ
て
国

境
地
帯
が
手
薄
に
な
り
、
多
く
の
ゲ
ル
了
ノ
諸
部

族
が
次
々
に
ロ
ー
マ
帝
国
内
に
移
動
し
て
く
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
大
移
動
を
行
っ
た

民
族
に
は
、
の
ち
に
大
王
国
を
築
い
た
フ
ラ
ン

ク
族
の
ほ
か
、
北
ア
フ
リ
カ
に
建
国
し
た
ヴ
７
ン

ダ
ル
族
、
ガ
リ
ア
中
部
に
建
国
し
た
ブ
ル
グ
ン

ド
族
、
北
イ
タ
リ
ア
に
建
国
し
た
ラ
ン
コ̈
バ
ル
ド

族
、
ぃフ
リ
タ
ニ
ア
に
建
国
し
た
ア
ン
グ
ル
族
、
サ

ク
ソ
ン
族
な
ど
が
あ
る
。

一
方
、
相
次
ぐ
ゲ
ル
了
ン
諸
国
家
の
成
立
に

よ
り
弱
体
化
し
た
西
ロ
ー
マ
帝
国
は
、４
７
６
年
、

ゲ
ル
了
／
人
傭
兵
隊
長
の
オ
ド
ア
ケ
ル
に
よ
っ

て
皇
帝
ロ
ム
ル
ス
＝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ル
ス
が
退
位

さ
せ
ら
れ
、
減
亡
し
た
。

フ
ン
族
は
ど
こ
か
ら
来
た
か

ゲ
ル
了
ノ
民
族
大
移
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

フ
ン
族
の
由
来
と
し
て
最
も
有
力
視
さ
れ
て
い

る
の
は
、
モ
ン
、コ
ル
高
原
を
中
心
に
活
躍
し
、
中

国
の
秦
や
漢
を
脅
か
し
た
遊
牧
騎
馬
民
族
、
匈

奴
の
子
孫
だ
と
い
つ
説
で
あ
る
。

匈
奴
は
後
４８
年
に
南
北
に
分
か
れ
、
南
匈
奴

は
次
第
に
中
国
化
し
た
が
、
北
匈
奴
は
し
ば
し

ば
中
国
に
侵
入
し
て
い
た
。
し
か
し
、
後
９‐
年

に
は
後
漢
・南
匈
奴
の
連
合
軍
に
敗
れ
、
モ
ン
ゴ

ル
高
原
に
お
け
る
旬
奴
の
国
家
は
減
亡
。
そ
の

残
党
の

一
部
が
西
方
に
逃
れ
、
フ
ン
族
に
な
っ

た
と
い
つ
の
で
あ
る
。

こ
の
説
の
拠
り
所
と
し
て
は
、
両
者
の
生
活

様
式
や
風
習
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
匈
奴
の
西

方
移
動
と
フ
ン
族
が
中
央
ア
ジ
ア
に
出
現
し
た

時
期
が

一
致
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
北
魏
の
歴

史
を
記
し
た
『魏
書
』
の
中
に
、
ア
ツ
フ

ラ
や
そ

の
子
孫
が
「匈
奴
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
根

拠
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
匈
奴
の
古
い
中
国
語

読
み
「
フ
ン
ヌ
」
と
フ
ン
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
は

ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

フン族

4世紀中ころから西方への
移動を開始。5世紀には北フ
ランスやJヒイタリアまで進軍
したが、アッティラの死後は

内紛などで瓦解した。

カタラウヌムの戦い
アッティラ率いるフン

族の軍勢を、□―マ

軍とグルマン諸族の

連合軍が撃破。
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